
IPv6 用 IP SLA

Cisco IPサービスレベル契約（SLA）は、シスコソフトウェアを実行するほとんどのデバイスに
組み込まれているテクノロジーのポートフォリオです。SLAを使用することで、IPv6アプリケー
ションやサービスの IPv6サービスレベルの分析、生産性の向上、運用コストの削減、およびネッ
トワーク停止頻度の低減が可能になります。

• 機能情報の確認, 1 ページ

• IPv6用 IP SLAに関する情報, 1 ページ

• その他の関連資料, 2 ページ

• IPv6用 IP SLAに関する機能情報, 3 ページ

機能情報の確認
ご使用のソフトウェアリリースでは、このモジュールで説明されるすべての機能がサポートされ

ているとは限りません。最新の警告および機能情報については、『Bug Search Tool』およびご使
用のプラットフォームとソフトウェアリリースに対応したリリースノートを参照してください。

このモジュールに記載されている機能の詳細を検索し、各機能がサポートされているリリースの

リストを確認する場合は、このモジュールの最後にある機能情報の表を参照してください。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。

IPv6 用 IP SLA に関する情報

シスコ IPv6 組み込み管理コンポーネント
シスコ組み込み管理コンポーネントは、IPv6ネットワークおよび IPv6と IPv4のデュアルスタッ
クネットワークにおいて IPv6に対応した操作性を実現します。
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IPv6 用 IP SLA
Cisco IPサービスレベル契約（SLA）は、Cisco IOSソフトウェアを実行するほとんどのデバイス
に組み込まれているテクノロジーのポートフォリオであり、シスコのカスタマーは IPv6アプリ
ケーションやサービスの IPv6サービスレベルの分析、生産性の向上、運用コストの削減、および
ネットワーク停止頻度の低減が可能になります。 IP SLAは、アクティブトラフィックモニタリ
ングを使用します。これにより、継続的で信頼性のある予測可能な方法でトラフィックが生成さ

れ、ネットワークパフォーマンスを測定できます。

IPv6では、次の Cisco IP SLAがサポートされています。

•インターネット制御メッセージプロトコル（ICMP）エコー動作：IPv4または IPv6を使用す
るシスコデバイスと他のデバイス間でエンドツーエンドの応答時間を監視するために使用さ

れます。 ICMPエコーは、ネットワーク接続問題のトラブルシューティングに役立ちます。

• TCP接続動作：IPv4または IPv6を使用するシスコデバイスと他のデバイス間で TCP接続動
作の実行にかかった応答時間を測定するために使用されます。

•ユーザデータグラムプロトコル（UDP）エコー動作：IPv4または IPv6を使用するシスコ
ルータとデバイス間でエンドツーエンドの応答時間を監視するために使用されます。

• UDPジッタ動作：IPv4または IPv6ネットワークでUDPトラフィックを伝送するネットワー
クのラウンドトリップ遅延、一方向遅延、一方向ジッタ、一方向パケット損失、および接続

を分析するために使用されます。

• UDPジッタ動作：ネットワークにおける VoIP品質レベルを監視するために使用されます。
これにより、IPv4または IPv6ネットワーク内のユーザに対して VoIP品質レベルを保証でき
ます。

その他の関連資料

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『IPv6 Configuration Guide』IPv6のアドレス指定と接続

『Cisco IOS Master Commands
List, All Releases』

Cisco IOSコマンド

『Cisco IOS IPv6 Command
Reference』

IPv6コマンド

『Cisco IOS IPv6 Feature
Mapping』

Cisco IOS IPv6の機能
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IPv6 用 IP SLA
その他の関連資料

http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/ios/mcl/allreleasemcl/all_book.html
http://docwiki.cisco.com/wiki/Cisco_IOS_IPv6_Feature_Mapping
http://docwiki.cisco.com/wiki/Cisco_IOS_IPv6_Feature_Mapping


標準および RFC

タイトル標準/RFC

IPv6の RFCIPv6に関する RFC

MIB

MIB のリンクMIB

選択したプラットフォーム、Cisco IOSリリー
ス、およびフィーチャセットに関するMIBを
探してダウンロードするには、次の URLにあ
る Cisco MIB Locatorを使用します。

http://www.cisco.com/go/mibs

この機能によってサポートされる新しいMIB
または変更されたMIBはありません。またこ
の機能による既存MIBのサポートに変更はあ
りません。

シスコのテクニカルサポート

リンク説明

http://www.cisco.com/cisco/web/support/index.htmlシスコのサポートおよびドキュメンテーション

Webサイトでは、ダウンロード可能なマニュア
ル、ソフトウェア、ツールなどのオンラインリ

ソースを提供しています。これらのリソース

は、ソフトウェアをインストールして設定した

り、シスコの製品やテクノロジーに関する技術

的問題を解決したりするために使用してくださ

い。このWebサイト上のツールにアクセスす
る際は、Cisco.comのログイン IDおよびパス
ワードが必要です。

IPv6 用 IP SLA に関する機能情報
次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフト

ウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだけを

示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリースでも

サポートされます。

プラットフォームのサポートおよびシスコソフトウェアイメージのサポートに関する情報を検索

するには、Cisco Feature Navigatorを使用します。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、
www.cisco.com/go/cfnに移動します。 Cisco.comのアカウントは必要ありません。
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http://www.cisco.com/go/mibs
http://www.cisco.com/support
http://www.cisco.com/go/cfn


表 1：IPv6 用 IP SLA に関する機能情報

機能情報リリース機能名

IPv6は、この機能をサポートし
ます。

追加または変更されたコマンド

はありません。

12.2(33)SRC

12.2(50)SG

12.2(50)SY

12.4(20)T

15.0(2)SG

Cisco IOS XE Release 2.1

3.2SG

IPv6用 IP SLA
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